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第1回未来の業務のあり方WT 次第

＜日時・場所＞

2024年8月23日（金） 14:00～17:00 オンライン開催（Zoom）

＜議題＞

1. WTの目的

2. ケースワーク（訪問業務）における意見収集・議論

＜配布資料＞

資料１ 第1回WT 事務局資料（本紙）

資料２ WT構成員名簿

資料３ 生活保護業務課題取りまとめ一覧

30分

120分

所要時間

※途中休憩10分程度を想定
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1.WTの目的

1.1. WTの目的と成果物

◼ 今年度の本WTにおいては、現在の生活保護業務の実態を踏まえ運用における課題等を洗い出し、課題を解消することで業務効
率化された、未来の業務のあり方を検討することを目的としています。

◼ 本WTにおける検討結果を踏まえて、生活保護業務の課題の可視化図、業務の将来像を作成します。

本WTの成果物WTの目的

✓ 検討会の委員（自治体・オブザーバーベンダ等）から収集した
意見をもとに、生活保護業務の課題の可視化図、将来像を作
成します。

【目的】
✓現在の業務の問題点・課題を洗い出し、可視化すること
✓問題点・課題を踏まえた、業務の将来像を作成すること

【検討方針】
✓ 法制度改正の必要性の有無や、システムで解決できる問題か

否か等の制限にとらわれずに、現行業務の問題点や課題の洗
い出しを行い、将来像を作成する

在宅勤務 モバイルワーク

役所・役場

職員の自宅

サテライトオフィス

行政サービスの向上

AI-OCR、RPA

 保護 の  に わ た     の  と職員の きやす を  できる      の 現

✓ 多様な被保護者の状況に対応したサービスを提供（支援の必要性に応じた濃淡をつけたサービス提供）

✓ 事務の効率化・デジタル化による職員負荷軽減、本来業務への注力、柔軟な働き方を実現

チャットボット・生成AI

等での迅速な対応

自治体生保担当者の
業務負担低減

ペーパレス会議

Web会議

簿冊管理の廃止

最小限の書類の
やり取り

必要  者の  へ
の モート  

 保護 の自宅

医療機関等

被保護者の状況に
応じたケア方針の選択

オンライン資格確認

各種書類・データ
の 照

将来像

役所・役場・   務所

現行業務における課題の概観（想定）

 保護 の自宅

医療機関・ 護機関等

※  

訪問先で被保護者の情報を閲
覧できないため、手書きのメモを
作成したり、CWが記憶して訪問

している

問い   について の で回 
できない  は、事務所に  て

  して回 を行 

  

    や  書類に  や り
があり、  時に  かない  は
、 C の訪問または被保護者に来
所してもらい、  の  を行 

定期訪問と随時訪問に時間を取
られて、業務時間外で記録作成
や算定等の業務を行 ている

  ・  時  定・ 務  時

所  議時

  ・  時に対応する職員が異
なる  、職員ごとに異なる回 を

してしま 可能性がある

  な の  書類と  書類
を紙で保管している

会議時に  で確認が必要な情報
がある  は、紙の  から時間をか
けて必要な情報を し出している

紙  で被保護者の情報を管理
しているため、  の被保護者の
情報を  する  は、  の
記録 て目を す必要がある

 外的な事 の  、保護費の
算定処理を る  もある

   や   からの意見を きた
い  は、会議への出 を めても
、  してもらえない  もある

被保護者の  や  、   
所の き いを められることもあ
るが、対応できない  もある

被保護者を自 に  にあた て、 
のよ に自 さ れ いいか分から 
に、自 に がらない  もある

被保護者ごとに異なる状況を踏
まえて、重点的に確認する項目
が分から 、CWごとに差異が生

じる  もある

 ラ

 ダ

課題の可視化図

目的・成果物
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1.WTの目的

1.2. WTの各回の検討テーマ

◼ 本WTにおいては、8月から12月にかけて、計5回のWTを行い、各テーマにおける問題点や課題を収集し、議論します。（回数は
現在の想定）

◼ 本日の第1回WTでは、ケースワークにおける訪問関連業務の問題点や課題について、意見収集と議論を行います。

回 テーマ 概要

第1回
（8月）

ケースワーク①
（訪問関連）

✓訪問予定の整理～訪問～訪問後の業務
✓訪問前における準 等を含む

第2回
（9月）

ケースワーク②
（自 支援等）

✓就労・自 支援な 、被保護者の自 に向けた各種支援業務

第3回
（10月）

生保  ・決定 ✓面 を含む  対応や各種調査等、保護決定までの一連の業務

第4回
（11月）

医療扶助・介護扶助 ✓医療扶助・介護扶助に る業務

第5回
（12月）

経理・返還金・債権管理
✓支給や納 に る業務
✓返還金・債権管理、適 化に向けた調査等

検討テーマ
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第1回検討会資料 再掲
2.ケースワーク（訪問業務）における意見収集・議論

2.1. 課題の観点

◼ 6ページの課題の可視化図（たたき台）について、「  」、「 ダ」、「 ラ」が無いかの観点で、自治体委員の皆様を中心に現行
業務の課題に する意見を頂き、議論します。

業務の「ムリ」の定義 業務の「ムダ」の定義 業務の「ムラ」の定義

✓ 当該作業の影響で、 の作業の実 時間
が取れない（残業して対応している）

✓ 優先したい作業があるものの、実 できてい
ない

✓ 必要な業務を行 にあた て、必要以上に
丁寧な方法や手順を用いている

✓  の業務を行 ための時間を確保できてい
ない

✓ 時間の 足や人員 足等により、業務の
実 有無、実   に差異が生じている

✓ ケースワーカーの支援  に差が生じている
  もある

•   な の算定業務、訪問業務を行 に
あた て、時間外で対応する、もし は の
業務の時間を削 て対応している状態

• 算定業務において、金額の り防止のため、
複数職員での目視確認を実 している

• 訪問時に書いたメモをもとに、ケース記録に
同じ  を転記している

• 算定業務に  れている  な は、就労
支援業務等について、対応しきれない  
もある

業務における「ムリ」の具体 業務における「ムダ」の具体 業務における「ムラ」の具体 

概要

具体 

課題の観点
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2.ケースワーク（訪問業務）における意見収集・議論

2.2. 意見の出し方の想定

◼ 次項の課題の可視化図（たたき台）における業務の 面ごとに、以下の意見の出し方の流れを 考に、委員およびオブザーバー
の皆様から意見を頂 想定です。

✓ ステップ① 業務の問題点・課題は何か？

•  面ごとに業務の実態を思い浮かべていただき、発生している問題点・課題
について、前項でお示しした課題の観点から自由にご意見を頂きたいです。
（ ）訪問時のメモの  を、ケース記録に転記している。（業務の ダ）

意見の出し方の流れ（事務局想定）

✓ ステップ② 問題点・課題の原因は何か？

• 業務をする中での実体験や主観に基 いて、問題・課題が発生している原
因について、自由にご意見を頂きたいです。
（ ）訪問先でケース記録を作成できないので、訪問時にメモを取る必要が
あるのではないか。被保護者に対して を いていることを示すためにメモを取
る  もあるのではないか。システ の 能 足・生活保護制度の 計・自
治体の事情（個人情報の取り扱い規定 等）が原因ではないか。

✓ ステップ③ 問題点・課題を解決するために何をした方が良いか？

• 業務をする中での実体験や主観に基 いて、問題・課題を解決するために、
何をすることが望ましいかについて、自由にご意見を頂きたいです。
（ ）訪問時にケース記録に直接 力できるよ にシステ 化することが望
ましいのではないか。 ちの自治体では問題点に対してこんな 策をしている。

訪問業務の課題の可視化図（たたき台）
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2.ケースワーク（訪問業務）における意見収集・議論

2.3. 訪問業務の課題の可視化図（たたき台）

訪問計画策定・事前準 訪問（面 ）

訪問後

訪問格 け
確認・変更

ケース情報確認・
事前メモ作成

訪問ルート確認

被保護者のことを  する
ためには、記録の こを見
れ いいの、、、？

※  

  

 ラ

 ダ

訪問先（被保護者宅・   所先・  先・無料低額宿泊所）福祉事務所

生活状況確認 訪問メモ作成

ケース れぞれについて、
何を確認すれ いいの・・
・？

この世帯は手 持 てい
るか分からない、、、

訪問（  ・  受 ）

  ・問い   受 
収  告・資産 告・

  受 

  ・問い   について、 の
 で回 出来ない、、、

 告・    について、 の 
で審査出来ない、、、

ケース記録作成

訪問時の手書きメモと同じ  を
ケース記録に記載している、、、

事務所に らないと回 ・審
査出来ない、、、

訪問（定期・随時）に時間を取
られて、業務時間外で記録作成と
算定をしないと、、、

協議

訪問世帯が多 て、訪問時間
がかか てしま 、、、

 告・    に  
があるから、も 一度 
 をもら ないと、、、

 所

 面

この世帯は、何を重点的
に支援すれ いいのか分
からない、、、

担当世帯が多 て、業務時間が足りない・・・
紙のケース記録を使 ている・・・

訪問先で被保護者の情報を  できない・・・

訪問先で生活保護実 要領を閲覧できない・・・

担当世帯が多 て、業務時間が足りない・・・
紙のケース記録を使 ている・・・

保護費算定

  ・問い   
回 

収  告・資産
 告・  審査

連絡手段が手紙・  しかない・・・
  は来所・郵送で、紙書類・・・

訪問  を忘れないよ にメモして
おかないといけない、、、

連絡・  手段が限られ
ていて、柔軟に対応でき
ない、、、
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